
アンチテイルを伸ばしたパンスターズ彗星
6月号で最盛期の状況をお伝えした、パンスターズ彗星(C/2011L4 Pan-
STARS)ですが、6月号の記事執筆後も見え続け、5月下旬には、長いアンチテイ
ルが写真に写りました。
月が上弦を過ぎて、暗夜の時間が
短くなってきた5月21日の夜（22日の
未明）、パンスターズ彗星を観測しに
奈良県川上村へ出かけました。少し黄
砂が舞っているような感じの濁った空
で、月が沈むまでは月明かりが空中に
散ってしまい、あまりいい気象条件で
はありませんでした。
それでも、月が沈んで空が暗くなっ

た後、望遠鏡を向けると、すんなりと
見つけることができました。彗星その
ものは確実に淡くなってきていて、し
っぽもじっくり見ないと認識しづらく
なっています。向かって左側のアンチ
テイルの方が、むしろ認識しやすいく

スケッチデータ
2013年5月22日2：30〓2：42
VIXEN FL102S-XL21mm 約44倍
灰色の円は直径約2°
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らいになっています。
そして望遠鏡をカメラに載せ替え

て撮影してみると、写真ではアンチテ
イルがとてもよく写ります（彗星の中
心から左向き）。画像処理で強調すれ
ば、1°を超える長さです。4月の頃の
印象とはまた違った姿に変わりまし
た。
アンチテイル、というのは、見かけ

上太陽方向へ伸びる彗星の尾です。彗星の尾は、基本的に太陽とは反対方向へ
伸びるのですが、彗星と太陽と地球の位置関係によっては、地球から見て、見か
け上太陽の方向へ尾が伸びているように見えることがあります。ダストの尾を作
る粒子は、彗星から放出された後、太陽から遠ざかる方向へ移動するだけではな
く、軌道上を進む速度が彗星よりも遅くなるため、彗星から置いてけぼりにされる
ように、進行方向に対して後ろ側へ湾曲した尾の形を作ります。
パンスターズ彗星は、ダストの尾が発達したのですが、3月上旬に太陽に近づ

いたときに、大量のダストを放出し、4月、5月と太陽から遠ざかるに従って、放出
ダストの量は減っていると考えられます。アンチテイルがよく目立つのは、古いダ
ストの方が量が多いためだろうと思います。

飯山 青海（科学館学芸員）

前ページ写真データ
撮影時刻：2013年5月22日3：04
カメラ：Fuji FinePix S5Pro
感度設定：ISO3200相当 露出：120秒
レンズ：300mmF4.5(開放)
撮影地：奈良県吉野郡
Photoshopでレベル、コントラスト調整。
白いスケールが0.5°
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